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要 旨 
色彩語彙の文化的意味合いをめぐる研究は、日本語研究者の関心を集めるよ
うになっている。今までの研究を概観すると、その多くはある角度から日本語
の色彩語彙と日本文化との関係を論述したり、日中両国の色彩文化の異同を分
析したりしている。ただし、日本語の色彩語彙が日本語教育においてどんな機
能を果たしているかは、まだ重視されておらず、相関する研究も乏しい。 
本稿では、日本語の代表的な辞書を中心に、日本語の色彩語彙及びその解釈
を収集し、整理して、日本語の色彩語彙の文法や意味を分析する。さらに、中
国語の色彩語彙と比較することによって、全面的、系統的に日本語の色彩語彙
の文化機能を論述してみる。また、大学レベルの日本語学科の「精読」教材を
テキストにし、日本語教育という実践の場において、いかにして色彩語彙の学
習を媒介にし、学生に日本文化を了解させる可能性を明らかにし、日本語のコ
ミュニケーションの能力を高める方法を検討することにする。 
本稿は次のような手順に沿って、結論を導いている。 
第一章の序論においては、まず言葉と文化の関係を明らかにして、日本語の
色彩語彙の文化的機能を確認する。それと同時に、今までの研究の不備な点を
指摘し、本論の研究対象、研究方法、研究の目的、さらに研究の価値を提示し
た。 
第二章と第三章では、三冊の国語辞典における日本語の色彩語彙、及びその
解釈を整理し、さらに、中国語の基本色彩語彙との対照研究をすることによっ
て、日本語の色彩語彙の基本的な特徴を指摘した。 
第四章では、『総合日語』と『高級日語』という大学日本語科の精読の授業
に採用された二つの教材を研究対象として、教材に出る色彩語を表で羅列して、
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さらに解釈を一々試みた。 
第五章では、まず第二章と第三章をまとめて、日本語の色彩語彙から、日本
文化の陰翳の美、自然の美、融合性などを取り上げ、日本文化の特徴や性格を
明らかにした。さらに、日本語教育の場合、いかに色彩語彙を媒介にし、日本
文化の導入を実現させるかをめぐって、四つの方法を提出した。 
第六章の結論では、上述の分析を踏まえながら、本研究をまとめるとともに、
今後の課題を提起した。 
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摘 要 
关于日语颜色词的文化内涵的研究受到许多日语研究者的关注。迄今为止的
相关研究大多从某一个角度论述日语颜色词与日本文化的关系，或者分析比较中
日两国在色彩文化实践领域的异同之处。但是，日语颜色词在日语教学中的具有
哪些功能，这一点尚未引起重视，缺乏相关研究。 
本文以日本代表性的辞典为中心，通过收集、整理日语颜色词及其解释，对
日语颜色词的语法、语义进行分析，并与汉语颜色词进行比较，全面系统地论述
日语颜色词的文化功能。在此基础上，以大学本科日语专业“精读”课程教材为
分析文本，明确在日语教学的实践过程中，通过颜色词的学习来引导学生了解日
本文化的可行性，探讨提高日语的交际能力的方法。 
本文按照以下顺序进行分析并推导出结论。 
在第一章的序论中，首先明确了语言与文化的关系，确认了日语颜色词具备
文化功能。继而详细介绍了动态研究状况，指出目前中日两国研究中存在的不足。
在此基础上明确了研究的对象、方法、目的及其意义。 
在第二章和第三章中，分别对三本日本国语辞典中的日语基本颜色词、固有
颜色词及其解释进行整理分析，并与汉语基本颜色词进行对比研究，总结日语颜
色词的语法和语义的基本特征。 
在第四章中，以《综合日语》和《高级日本语》这两套的本科日语专业精读
教材为对象，以表格的形式对教材中出现的颜色词进行统计，然后对这些颜色词
进行一一分析说明。 
在第五章中，首先在对第二章和第三章总结的基础上，分析透过日语颜色词
所能看到的日本民族的阴翳之美、自然之美以及融合性等文化特征。在日语教学
过程中，就如何以日语颜色词为媒介，导入日本文化的问题，提出四个可行性措
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施。 
在第六章的结论部分概括了上述分析结果，提出今后的课题。 
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第一章 序論 
1.1 言葉と文化 
21 世紀になる現在、交通と通信手段が発達するのに伴って、各国、各民族
の間のコミュニケーション活動がかつては考えられなかったほど活発になっ
ている。言語がコミュニケーションの主な形として、ますます重視され、勉強
されてくる。但し、各民族の人々のコミュニケーションの突っ込むのに伴って、
ただある言語の聴解・会話・読解・作文などの能力を学ぶのは、もうコミュニ
ケーションをスムーズに進めるわけにはいかない。カルチャーショックという
ような問題によって、コミュニケーション・ギャップも時々出てくる。このと
き、言葉と文化の関係はもっと目立つようになる。 
鈴木孝夫氏は著作である『ことばと文化』の中にこのように述べている。「文
化とは、人間の行動を支配する諸原理の中から本能的生得的なものを除いた残
りの、伝承性の強い社会的強制（習慣）の部分をさす。」「人間の言語活動の大
部分にも、このような文化の定義があてはまる。」①この定義から見ると、言葉
と文化の定義は大体一致している。各文化にはその自身の構造があるから、文
化の重要な要素としての言葉を理解するためには、まずその言葉の属している
文化的構造の理解が必要とされる。文化構造が異なると、言葉も異なり、その
言葉の中に含まれている一つ一つの語彙の構造も異なっている。言葉と文化は
「巨視的見て、全体的見れば、二者はあなたの中に私がいるし、私の中にあな
たがいるという関係で、互いに浸透し、互いに因果し、互いに制約し、互いに
促進している。」②「言葉と文化との関係から見ると、言葉は文化を建築し、伝
承する能力がある；言葉と思惟、思想との関係から見ると、言葉は思惟を形成
                                                             
①铃木孝夫．ことばと文化[Ｍ].東京：岩波書店、1984．第ⅰ－ⅱ頁． 
②戴昭銘.文化言語学導論[Ｍ].北京：語文出版社、1996．第 18頁．原文は中国語である。筆者訳。 
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して、思想を表現する能力がある。言葉の中には民族の文化精神と文化心理が
満ちており、言葉はある民族の世界観の表現である。言葉の変化と文化の変化
との関係は互いに因果して、共に変化する関係である。」①だから、言語の勉強
には、その言語の語彙、文法などを学んで、その言語の聴解・会話・読解・作
文の能力を身につけるほかに、それを使う民族の世界観、価値観など、もっと
深い知識を深く理解すべきである。 
铃木孝夫氏は同著作のなかでこのように述べている。「ことばというものが、
世界をいかに違った角度、方法できりとるものかというような問題を学生が理
解するようになることの方が、遥かに意義があり、しかもどこでも、誰にでも
できることなのである。」②林娟娟氏も『日本文化言語学の必要性――新しい学
科構築の提唱』という論文の中につぎのように指摘した。単純的な言語教育と
研究には欠点があって、文化背景の違いから生じたコミュニケーションギャッ
プが時々発生し、「日本語を分析・研究する際に、言語の現象を文化的現象と
結びつけて考察し、あるいは、言語の現象を文化的現象として考察して、言語
の現象を幅広い文化的背景に置いて研究することによって、日本語の構成と形
成、変化と使用、ないし日本語と日本社会との関係などの問題を深層から認識
し、その中に内包された独特な日本文化の特異性を深く掲示すべきだと思われ
る。」③だから、日中両国は一衣帯水の隣国として、日中両国の言語にも同じな
所がたくさんあって、日中両国の文化にも一定の類似性がある。ただし、中国
学習者が日本語を勉強する時、言葉の中に含まれている日本文化を深く了解す
る必要もあると思われる。 
語彙は言葉の基礎である。浩瀚広大な語彙の中に、色彩語彙は色彩への表現
を通して、言語に色彩を添え、言語に表現力と感化力を富ませるから、見過ご
                                                             
①戴昭銘.文化言語学導論[Ｍ].北京：語文出版社、1996．第 21頁．原文は中国語である。筆者訳。 
②铃木孝夫．ことばと文化[M].東京：岩波書店、1984．第 18頁 
③林娟娟.日本文化言語学の必要性――新しい学科構築の提唱―[A].翻訳与文化[Ｃ]第 253－263頁．ア
モイ：アモイ大学出版社、2006．第 262頁． 
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されない地位を占めている。色彩語彙は言語科学の分野にすでに独特な領域を
構成している。だから、色彩語彙はどの民族の文化と言語の中にも大切な部分
である。だが、各民族の歴史背景、文化、価値観及び信仰上の差異、また人に
よっての色に関する感覚は異なっている。これは各民族に独特な色崇拝を形成
し、特定の民族に専属する「民族色」を形成する。色彩語彙は語彙系統の中に
民族文化を反映する重要な語彙類の一つになる。だから、ある言語の色彩語彙
は、客観的な物事だけではなく、人々が客観世界への認識と悟り、統括と昇華
でもある。色彩語彙が作られる過程においては、各民族は本民族が最も熟知し
ている物事で色のことを表現しているが、この過程は、よく各民族の生活環境
と歴史文化によって制約されている。要するに、色彩語彙への分析を通じて、
言葉の裏で隠されている深い文化的意味合いを理解することができると筆者
には思われる。 
そこで、日本語の教育の場合、日本語の語彙や文法の解説に限らず、語彙や
文法をもっと分析して、学生に言葉の中に含まれている日本文化を感じさせる
べきだと思われる。本論では、この点から、日本語教育、とりわけ色彩語彙の
教育や解釈の中で、いかにして日本文化へと導いていくかを検討してみたい。 
1.2 先行研究 
中国最大の定期刊行物のデータベース――「中国期刊全文数拠庫」に「日語
顔色詞（色彩詞）」というキーワードを入れると、関連する学術論文が 29 件出
てくる。これらの論文は、以下の五つの研究方向に分類できる。 
研究方向１：比較の視角から、赤（紅）、青、白、黒、黄という五つの基本
色彩語彙を対象として、日中両国の色彩語彙の文化的意味合いを比較している。
また、日中両国の文化の同異性を見抜き、異民族の文化を適切に理解してこそ、
異文化コミュニケーションが効果的に進められるということを強調している。
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
第一章 序論 
4 
この研究方向には、以下の 13件の論文がある。 
姜麗は白と赤（紅）という二つの色が日中両国の言葉における文化的意味合
いを分析して、日中両国の異なる文化性格と文化心理を了解しようとしている。
中国の「紅色」にも、日本の「白色」にも、深い民族文化心理と感情色彩を含
めていて、しかも豊かな象徴意義を持っている。具体的に使う時、この点を確
実に理解しなければ、異文化コミュニケーションがスムーズに進められない。
① 
蘭卉は日中両国の基本色彩語彙への分析と比較を通して、各基本色彩語彙の
意味と文化的意味合いを整え、日中文化の歴史的な根源を検討している。日中
両国はともにアジアに属して、漢字を使っているが、社会事情が違っているた
め、それぞれ独自の文化的特徴を形成してきた。時間の推移に伴って、日中両
国の色彩語彙は、数量上でも、意味上でも、ますます豊かになる一方、それぞ
れ自国らしい文化的特色を持つようになった。② 
李洪傑は赤、黄、白、黒、青という五つの常用色彩語彙を対象として、日中
両国の色彩語彙の特徴を研究して、その中に内包している文化的性格をも検討
している。日中両国の色彩語彙は豊かで、深い文化的な意味合いを持っている。
これらの色彩語彙を使う時、一々対応しながら翻訳してはならない。国家によ
って、色彩語彙の意味も形も大いに異なっている。色彩語彙を正しく使わない
と、異文化コミュニケーションの中で、大きな衝突にもなりうる。③ 
赤・黄と白・青というような二組の色彩語は、それぞれ中国と日本の異なる
色彩美意識を代表している。劉容はこの二組の色彩語への比較を通じて、色彩
語と民族文化心理との内在関係を徹底的に分析し、両民族の性格を比較してい
                                                             
①姜麗.从“紅”与“白”透視中日文化差異 [Ｊ].張家口：河北北方学院学報、2009、第 25巻、第 3期、
第 21-23頁．原文は中国語である。筆者訳。 
②蘭卉.从基本色彩詞看中日文化差異 [Ｊ].武漢：高等函授学報、2011、第 24巻、第 12期、第 50-51頁．
原文は中国語である。筆者訳。 
③李洪傑.漢語和日語中色彩詞的対比研究[Ｊ].済南：科技信息、2009、第 32期、第 28-29頁．原文は中
国語である。筆者訳。 
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る。氏によると、赤色・黄色と中国人、白色・青色と日本人、色と民族の因縁
は、長い歴史過程の中でだんだん変化し、形成してくるのである。色に対する
美意識は宗教信仰や芸術文化などと互いに解け合って、共に民族の性格を形作
る。色に対する美意識は、民族性格の反映の一つである。中華民族の熱烈で、
鮮明で、大らかな気質は、赤色と黄色の文化的意味合いに表されている。それ
に対して、白色と青色によって代表されている精神は、日本人の淡白さ、しな
やかさ、謙虚さと優雅さを表している。① 
劉暁霞は「赤」「青」「白」「黒」「黄」と言う五つの基本色彩語彙を代表に、
日中両国の文化的意味合いを比較したうえで、これらの色彩語彙の翻訳方法を
も検討している。氏は、日中両国の色彩語彙の異同について、単語の構成法、
文法効能、組み合わせなどの面から考察を行っている。その中で、最も異なっ
ているところは、色彩語における文化的意味合いであり、特に色彩語を含む固
定表現には、独特な文化的意味合いがある。だから、日本語の色彩語を中国に
翻訳する場合、日中両民族の異なる文化的意味合いや表現の特徴が考えられる。
② 
程放明・劉旭宝は色彩語彙の構造、色に対する定義、連想、表現などの面か
ら、日中の色彩語彙及び日中両国の色彩意識を比較し、検討している。色彩語
は、自然の豊かな色彩を表現しているだけではなく、社会文化の特徴及び人々
の認識や感情などの心理活動をも反映している、と氏は指摘している。③ 
魏麗華は白赤黒青を例として、普通の色彩語の連想意義、及び歴史の移り変
わりの中での色彩語の時代的な意義と言う二つの面から、日中両国の文化の中
での色彩語彙の異同を指摘している。色彩語彙の連想と比喩は、その言葉の文
                                                             
①劉容.从色彩審美意識比較中日民族性格 [Ｊ].大連：大連民族学院学報、2005、第７巻、第２期、第
43-46頁．原文は中国語である。筆者訳。 
②劉暁霞.日漢顔色詞的文化内涵及其翻訳 [Ｊ].大連：日語知識、2001、（３）、第 16-17頁．原文は中
国語である。筆者訳。 
③程放明、劉旭宝.顔色詞及色彩意識的中日異同 [Ｊ].成都：西南民族学院学報・哲学社会科学版、2003、
第 3期、第 296-301頁．原文は中国語である。筆者訳。 
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